
千葉県外国語教育推進計画
５か年計画
（R3～R7）

１ 現状分析・課題
（１）生徒の「読む」「聞く」力は全国上位だが、「話す」「書く」力は全国平均より低い。
（２）授業中の生徒の言語活動時間が全国平均より少ない。
（３）「話す」「書く」を評価するパフォーマンステストの回数が少なく、４技能をバランス

よく育成するための指導と評価の一体化を図るため、授業及び評価の改善が必要である。
※調査（「平成２９年度英語力調査結果」「平成３１年度全国学力・学習状況調査」「令和元年度英語教育実施状況調査」）

課題：「話すこと」「書くこと」の発信型の技能

２ 目的
外国語を使ってコミュニケーションする
ことを楽しみ、自己の考えなどを主体的
に発信する力のある児童生徒の育成

３
つ
の
柱

授業の質の向上を図る（英語指導力の向上）

児童生徒の英語力・学ぶ意欲の向上を図る

教員の英語力・専門性の強化を図る

主な施策内容

授業の質の向上

①ＡＬＴの効果的な活用によ
る授業改善

②ＩＣＴを活用した授業
③小・中・高連携による学び
の接続

３ １０の施策
児童生徒の英語力・学ぶ意欲
の向上
④民間教育機関との連携によ
る学ぶ機会（時間）の充実

⑤外部検定試験受験の促進
⑥海外留学・国際交流の推進
⑦公立高校における外国語教
育の充実

教員の英語力・専門性の強化

⑧専門性の高い教員の活用に
よる授業改善

⑨小学校教員等の英語免許
取得の促進

⑩教員の英語力・指導力の
強化

授業の質の向上

ＩＣＴを活用した授業 ： スピーキング学習ソフトの活用

内容 対象

① 発音矯正、プレゼントレーニング等
スピーキング力強化ソフト

県内公立全中学校・高校・特別支援
学校（千葉市を除く）

② 目標別スコア別トレーニングアプリ
（ＡＩ英会話ソフト）

県立中学校２校
県立高校２校

児童生徒の英語力・学ぶ意欲の向上

民間教育機関との連携による学ぶ機会の向上：外部検定試験対策学習ソフトの活用

外部検定試験対策アプリを無償で提供し、検定試験の取得を目指す。（R1～）
対象：県内公立全中・高校生・教諭

教員の英語力・専門性の強化

①専門性の高い教員の採用・専科教員の配置拡充
②指導力・英語力向上研修の充実

授業改善

英語力の
向上

千葉県マスコット
キャラクター
「チーバくん」（CLEAR：Chiba Language Education Approach Reform)

（概要版）
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世界への視野を広げ、諸外国の歴史や伝統と文化を理解するとともに国際社会で
自らの考えを発信し、コミュニケーションができる力 （千葉県教育の基本方針抜粋）

本計画の目的
外国語を使ってコミュニケーションすることを楽しみ、自己の考えなどを

主体的に発信する力のある児童生徒の育成

小学校

英語を使って、自分の気持ち
や考えを即興で伝え合うことが
できる。

積極的に英語を使い、コミュニ
ケーションを楽しみ、自分の気持
ち等を伝え合うことができる。

英語を使って、社会問題等
について、相手にわかりやすく
説明し、討論することができ
る。

話 す（やりとり）

自分や相手のこと、身の回りの
ものについて、基本的な表現を
用いて尋ねたり、答えたりする
ことができる。

日常や身近な社会に関する話題
について、基本的な語句や表現
を用いてやり取りができる。

身近な社会現象について、簡潔
に説明し、その要点や自分の意
見を適切に相手と交換すること
ができる。

話 す（発表）

身近で簡単な事柄について、基
本的な表現を用いて発表するこ
とができる。

日常や身近な社会に関する話題
について、メモやキーワードを
頼りにしながら、発表やスピー
チをすることができる。

日常生活の様々な話題について、
自分の考えを説明や火表現を工
夫し、効果的に内容が伝わるよ
うに話すことができる。

書 く

自分のことや身近で簡単な事柄
について、例文や単語リストを
参考に書くことができる。

日常や身近な社会に関する話題
について、既習の語句や文を用
いて、まとまりのある文章を書
くことができる。

身近な社会的現象に関する報告
や評論などについて、その概要
や自分の考えなどをまとまりの
ある文章で書くことができる。

読 む

日常生活に関する身近で簡単な
事柄を表す基本的な表現につい
て、絵や写真を参考にしながら
読んで理解することができる。

日常や身近な社会に関する話題
について、書かれた文章や対話
文を読み、その要点を理解する
ことができる。

身近な社会的現象を扱った物語
や説明文の必要な情報を読み
取ったり、概要や要点を捉えた
りすることができる。

聞 く

日常生活に関する身近で簡単な
事柄について、概要を聞き取る
ことができる。

日常や身近な社会に関する話題
について、要点を聞き取ること
ができる。

身近な話題に関する説明や意見、
物語を聞いて、目的に応じて必
要な情報を整理できる。

中学校
高等学校

生徒に求められる英語力
（卒業時）

CEFR A１
（英検３級相当）

CEFR A２
（英検準２級相当）

めざす児童生徒の姿

重点課題：発信力


